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1 

E E 
m E 3 

4 
s x l 
s X 2 0 s x l 

E s D s x 1 s x 1 E 
I 

品 品 品
層W 

占 M E 6 8 3 I 5 9 
計

7 

砂 p〆~ キラコ

総前
有 2 4 21 94 4 7 5 1 5 18 178 

無 6 45 16 23 12 3 14 45 176 

|無 6 15 15 22 8 10 16<1 

タ 組短 3 4 
キタ
|焔 1 12 1 s 4 6 9 25 6 76 

|長 2 4 3 6 21 4 29 30 101 

組 1 2 51 8 2 6 10 2 5 ，. 
布闘 "綱

13 1 4 5 8 48 

|綱 6 18 3 3 14 6 4 5 36 4 31 38 1ω 

割官

J(平行) 1 28 2 1 9 2 1 10 57 

2(/1 3 8 49 14 6 8 18 2 5 3 23 26 165 

3(三1m 6 2 3 2 3 10 33 

4(千島) 2 8 4 6 25 5 4 26 10 46 38 115 

同iF 2 1 1 2 6 2 15 

2 1 3 3 9 

無 3 2 7 

2 49 3 l 8 1 3 2 4 76 

-2 2 3 29 89 20 5 13 20 2 4 9 21 30 253 

-3 1 9 2 2 8 16 4 2 3 7 26 26 111 

-4 3 3 2 3 10 3 11 3 30 21 89 

本/ 
-5 1 3 12 11 2 15 17 ω 

。国 -6 4 3 3<1 

ー7 2 2 2 4 2 8 21 

-8 1 3 

-4mm 4 4 

-3.5mm 

制す主
-3.0mm 1 20 1 1 1 4 2引8

-2.5mm 2 5 33 1 6 3 1 4 4 67 

-2.0mm 4 19 59 6 3 11 】9 2 3 5 21 21 1'" 

-1.5mm 1 12 3<1 12 4 13 22 4 3 17 7 36 48 211 

-I.Omm 1 12 5 s 4 14 14 54 20 146 

2 

5 3 2 11 

刺子糸長闘さ

4 3 18 

-9.0mm 2 5 35 5 1 9 5 2 1 2 6 10 83 

-7.5mm 9 64 14 4 3 14 4 4 18 16 154 

-6.0mm 1 3 14 32 3 3 6 18 1 9 32 34 167 

-4.5mm 2 17 12 1 4 18 2 2 18 45 36 1釘

-3.0mm 2 2 2 2 2 14 33 

金廟長部平長均平陶(cm{c)m) 
21 26.S 25.8 27.0 27.6 31.3 28.5 27.5 28.B 26.4 

23.6 23.1 22.3 23 23.5 28.2 25.6 23 24.6 22.7 

4.0 3.7 3.6 3.5 3.6 3.6 3.8 3.6 3.4 3.7 3.4 3.5 

14.8 14.4 13.6 13.6 14.8 14.6 14.2 14 14.4 

14.8 14.8 14.0 14.2 15.0 15.0 15.0 14.4 14.6 

8 8.5 8.5 8.0 8.0 8.2 7.2 

2 2.1 2.2 2.1 1.8 2.0 1.9 2.0 1.8 1.9 1.9 2.0 1.9 1.9 

内前ケズl 4.2 2.9 3.7 3.' 23 29 3.0 3.8 2.4 2.8 3.0 2.' 3 

第42表丸瓦集計量
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第42査は、臓の出土用毎に丸瓦内面に見られる製作技法の痕跡を集計した也のである。砂が主体の

下層とキラコが主体の上層に区分して傾向を見ていきたい。

吊紐痕は、 ill4-ill3居 。SX14・16・17出土のもので高率で見られるのに対し、 ill2層以上では比率

が逆転する。上層には下層のものが包含される得ることを考えると、実質上層には使用されない技法の

可能性が高い.

タタキ痕は、丸瓦内面に見られる棒状あるいは板状の器具による圧痕である。丸瓦先端部から玉縁に

至る長い也のと、器具の角のみ使用した短いものがある。タタキ痕自体は皿3層から見られるが、下層

では、無いものが主流で、有っても短いものが多い。逆に上層では、長いものが多くなる。よって吊紐

痕と逆の推移を示す技法といえる。

布目痕は、感覚的ではあるが、下層は比較的粗いものが多いのに対し.上層では細かL、布目が多い。

ただSX13の比率は上j層のものに近い。

布に施される刺子状の糸については次のとおりである。糸の形態については第101図のように分類し

た。傾向を把握するのは難しいが、下層では形態2、上層では形態3が多いようである。密度はlcmあた

りの本数で計測し、下層が1-2本の比較的組なものが多いのに対し、 上層は2-4本を主体としつつ、

それ以上に密止ものが多い傾向がある。実際上層の時期と見られる丸瓦には、刺子状の舟が密すぎて、

布目が観察しにくいような個体也ある。糸の太さ.糸目の長さは上層、下層で傾向の違いは見られない。

その他、外面のナデ調整で特徴的なものとして、幅が狭く、 !間隔の空くケズリに近い淵監がある。長い

内タタキとセットになるケ スが多く、これも上層の技法といえるかも知れなL、
嬬しの入り方、焼成具合などは下層から上層までほぼ同じ状況であるが、感覚的な印皐として、キラ

コの瓦当が硬質であるように、上層の方が固く焼主締まったものが多いようである。胎土中の混入物に

閲しても、 一定方向の推移は見られなL、
輪遺瓦

輪遮瓦は長さによって3法量に分けることができる(第105図).A. B類は長さ約12-14cm、C.D

E類は11-12cm、F.G・H. 1類は7-11cmである。さらに各法益で、平面形、厚さ、側辺端部の調整

でA-I類の9積に分類した。さらに細部の形状調整等で細分している。

A.B類は最も長さが大きいもので、平面形状は三角形に近い。薄手のA類と厚手のB類に分けた。A

類は出土点数が最も多いが、被熱しているものは無L、
中法量のものは、全てが厚手である。台形状のC類、 三角形に近いD類、側辺端部に面取りを施さな

L 、E類I二分けた。C類には二次被熱しているものが量点あり、古い段階で使用されていた可能性が高L、
E類は硬質で 銀色に近い色調を呈する。新しい段階のものと見られる。

小法抵のものはF類のほか、各辺の面取りが丁寧で、内面に何の痕跡も見えなL唱類、長方形のH類、

最も長さの短L、I類に分けた。I類はD類同様、側辺端部に面取りを施さず、硬質・銀色近似の色測である。

H類はSXI8、I類はd区からのみの出土である。この地点が掛形ーの門周辺であり、出土場所が限定

されることから商関門に使用されていた可能性がある。輸述瓦の長さは棟の大主さに関連する可能性が

ある。両類の短さは、 一般的に格棺門より小さい高血門の使用を想起させるものである。

-200ー



凶
円

同
出

同

出

的
』
戸

O
【

-201ー

ε
u
O
H
 

向。。同

。

Hm
m
 



5.加納城跡を活用したまちづくり活動の記録

〈平成17年度〉

5月24日~

発掘調査成果パネル展示

10月15日

加納まちづくり会役員会で加納城跡の活用に関する

ワークンョップ開値。

11月19日

午前，加納城講座加納の歴史加納城の発掘報告

「加納まちづくり会」の取り組み(ワークンョップ結果の発聖)

午後，発掘現場見学会

.町

一..... 

且
一軸

E 
.臨」

ワークνョップ嵐長

位置国
吾・

山

......-... -. 
'-"~ --日_... ... 

.“" 

一宜主D一一.. 
ワークショップでのアイディァω日納城のイメージ)

ワークンョップでのアイディア山口納城の活用)
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12月9日-12月21日

加納まちづくり全会員宛、アイディア~(加納城の活用に向けて)を配布.回収

12月22日-1円17日

加納城跡出土遺物展開催

1月17日

加納まちづくり会役員会で加納城跡の活用に関するワークンヲップ開催

3月31日

小冊子「見直したい、伝えたい加納」発行に協力。

(平成18年度〉

5月~ パネル展示

-11月25日

加納城跡北門に案内板の設訟を決定。作成に

協力。

11月25日

「加納の日 1一再びー」開催。

午前 ，加納城案内板除幕式現場見学会

午後，加納講座「謎解き加納城(発掘編)J

1月中旬~

ヒアリング調査

(平成19年度〉

5fl18日~

発掘調査成果パネル展示

1月~

ヒアリング調査

3fl8日

「加納の日J開催

午前，発掘現局見学会

午後，加納講座「加納城発掘から見えるもの」

ワークショップ「加納城の使い方をみんなで

考えようJ

-203ー
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〈平成20年度〉

5月~

発拙調査成果パネル 遺物展示

7月

パンフレット「加納城下町地図」発行

11月22日

「加納の日」開催

発掘現場見学会

{平成21年度〉

2月11日

「加納の日」閲悩

講座r20'下聞の加納城発掘からみたものJ

3月

冊子「加納城跡の発価J発行

-204ー
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1. モミ属{積断而)
試料No.12 bar;O.5mm 

Jb モミ属{鍍線断面 J，モミ凪(肱射断面)
試料No.12 bar:O.2mm 試料No.12 bar;O.05mm 

2. ツガ属(繍断蘭)
拭料No.14 bar;O.5mm 

2b ツガ凪{緩線断面 2，ツガ属(紋射断面)
試料No.14 bar:O.2mm 試料No.14 bar:O.05mm 

3. アカマツ{繍断面)
試科No.2 bar:O.5mm 

3b ア1>マツ(接融断面 3，アカマツ(肱射断面)
試科No.2 bar:O.2mm 試料No.2 bar:O.05mm 
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報告書抄録

フリガナ しせき かのうじようあと

啓名 史跡加納城跡

副自名

巷次 2 

シリーズ名 (財)舷阜市教育文化振興事業団報告書

シリーズ番号 第18集

編著者名 思田裕之・新山雅弘柏田弥生 (株)吉田生物研究所

編集機関 財団法人 肢阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所

所在地 '1'501-3133 岐阜市芥見南山3-10-1

発行年月日 平成22年3月30日

所収遺跡名 所在地
コード

市町村 遺跡帯号
北紳 東経 調査面積 調査期間 調査原因

20030722-
20030827 
20040924-
20041108 

35' 136' 20050926-

加納城跡
睦阜市加納 21201 03342 23' 45' 1，358 rrl 20051216 史跡整備の
丸之内ほか 20060922- ため47" 48" 

20061228 
20071126-
20080317 
20080616-
20081212 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

不明 古墳時代~中世
土師器ー須恵器灰軸
陶器山茶碗

古瀬戸製品山茶碗 土
撹乱の底で、中世加納

城跡 戦国時代 整地層か 城内と見られる整地層
師器皿

あるいは遺構在確認
加納城跡

堀 1 
瓦 婦は障子堀であること

石垣 8 
城跡 近世 土塁 1 

瀬戸美沼産陶磁器 を確認

礎石 2 
(大窯連房製品) 本丸大手析形栂門の礎

瓦集積 11 
肥前産陶磁器 石を検出

要約

本丸内の撹乱では、中世加納城城内と推定される状況が確認された。本丸大手北堀にて障子堀を
検出した。過去の調査結果を再検討し、本丸の堀は障子堀である可能性が高いことが推定される。
本丸内の調査では、撹乱からの出土遺物が近世初頭の遺物群であることが判明し、該期に居住空間
があった可能性が高まった。析形内の調査では、楠門の礎石 。袖石垣を検出し、棉門の位置と規模
がほぼ特定された。
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発行 舵阜市教育委員会

舵阜市今沢町18番地

(財)岐阜市教育文化振興事業団
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